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望
月
玉
川
《
山
水
図
》
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本
稿
で
紹
介
す
る
《
山
水
図
》（
絹
本
墨
画
淡
彩
、
縦
三
六
・
七
×
横
八
〇
・
八
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
個
人
蔵
）
は
、
夜
月
に
照
ら
さ
れ
、
春
霞
の
な
か
に
煢
然
と
浮
か

び
上
が
る
山
寺
を
文
人
画
的
筆
法
で
描
い
た
作
品
で
あ
る
。

　

本
図
の
作
者
で
あ
る
望
月
玉
川
（
寛
政
六
年
〔
一
七
九
四
〕〜
嘉
永
五
年
〔
一
八
五

二
〕）
は
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
幕
末
に
か
け
て
京
都
で
活
躍
し
た
絵
師
で
あ
り
、
血

縁
に
よ
る
繋
が
り
か
ら
、望
月
玉
蟾
（
元
禄
五
年
〔
一
六
九
二
〕〜
宝
暦
五
年
〔
一
七

五
五
〕）、
望
月
玉
仙
（
延
享
元
年
〔
一
七
四
四
〕〜
寛
政
七
年
〔
一
七
九
五
年
〕）
と

続
い
た
望
月
派
の
三
代
目
と
し
て
知
ら
れ
る
。
ま
た
後
述
の
通
り
、
玉
川
は
岸
派
の

一
人
と
し
て
も
数
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
画
風
は
〈
岸
派
と
四
条
派
の
折
衷
〉
と
も

表
現
さ
れ
る
。

　

玉
川
の
曽
祖
父
に
あ
た
る
初
代
玉
蟾
は
、中
林
竹
洞
著
『
竹
洞
画
論
』（
享
和
二
年

〔
一
八
〇
二
〕）
に
お
い
て
、
柳
沢
淇
園
（
元
禄
一
六
年
〔
一
七
〇
三
〕〜
宝
暦
八
年

〔
一
七
五
八
〕）、
池
大
雅
（
享
保
八
年
〔
一
七
二
三
〕〜
安
永
五
年
〔
一
七
七
六
〕）、

彭
城
百
川
（
元
禄
十
年
〔
一
六
九
七
〕〜
宝
暦
二
年
〔
一
七
五
二
〕）
と
伍
し
て
、
日

本
文
人
画
の
先
駆
者
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
現
在
知
ら
れ
る
玉
蟾

作
品
の
多
く
は
、
緑
青
、
朱
、
胡
粉
な
ど
を
用
い
た
鮮
や
か
な
印
象
を
与
え
る
、
ア

ク
の
強
い
人
物
画
で
あ
っ
て
、『
八
種
画
譜
』
に
基
づ
く
《
桃
源
図
》（
Ｇ
・
Ｊ
・
シ

ュ
レ
ン
カ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
蔵
）
な
ど
の
例
を
除
け
ば
、
む
し
ろ
北
宗
の
画
体
に
近

い
。
そ
し
て
、
こ
の
初
代
玉
蟾
の
手
法
を
受
け
継
い
だ
絵
師
と
し
て
、
二
代
目
玉
仙
、

大
西
酔
月
（
生
年
不
詳
〜
明
和
九
年
〔
一
七
七
二
〕）、
村
上
東
洲
（
生
年
不
詳
〜
文

政
三
年
〔
一
八
二
〇
〕）
な
ど
を
挙
げ
ら
れ
る
が
、本
稿
で
取
り
上
げ
る
三
代
目
玉
川

の
作
風
と
は
隔
た
り
が
あ
る
。
な
お
、
二
代
目
玉
仙
に
つ
い
て
は
、
初
代
の
画
法
を

踏
襲
し
た
だ
け
で
な
く
、
長
き
に
亘
っ
て
、
初
代
と
同
号
、
同
印
を
用
い
た
た
め
、

い
ず
れ
の
筆
か
判
別
が
困
難
な
作
品
が
少
な
く
な
い
。

　

三
代
目
玉
川
は
、『
古
画
備
考
』
に
よ
れ
ば
、
名
を
輝
、
字
を
子
瑛
と
い
う
。
は
じ

め
岸
派
の
祖
・
岸
駒
（
生
年
不
詳
〜
天
保
九
年
〔
一
八
三
九
〕）
に
学
び
、
そ
の
の
ち

松
村
呉
春
（
宝
暦
二
年
〔
一
七
五
二
〕〜
文
化
八
年
〔
一
八
一
一
〕）
に
私
淑
し
た
。

こ
の
略
歴
に
つ
い
て
は
、
玉
川
の
子
で
四
代
目
の
玉
泉
（
天
保
五
年
〔
一
八
三
四
〕

－

大
正
二
年
〔
一
九
一
三
〕）
が
著
し
た
『
三
玉
小
伝
』（
明
治
三
四
年
〔
一
九
〇
一
〕）

に
詳
し
い
。『
三
玉
小
伝
』
に
よ
る
と
、
玉
川
は
、
二
代
目
玉
仙
が
早
く
に
没
し
た
た

め
、
村
上
東
洲
に
画
を
学
ん
だ
。
一
四
歳
の
と
き
、
岸
駒
へ
千
日
間
の
修
業
を
経
て

入
門
。
一
九
歳
か
ら
、
長
崎
を
遊
歴
し
、
九
州
を
経
て
帰
京
、
そ
の
後
江
戸
に
赴
き
、

谷
文
晁
（
宝
暦
一
三
年
〔
一
七
六
三
〕〜
天
保
一
一
年
〔
一
八
四
一
〕）
を
訪
ね
た
。

以
後
帰
京
し
て
か
ら
は
、
特
別
の
師
を
求
め
ず
、
呉
春
の
画
風
を
慕
っ
た
と
い
う
。

　

い
つ
玉
川
が
最
終
的
な
帰
京
を
し
た
か
定
か
で
は
な
い
が
、
京
都
在
住
の
文
化
人

を
紹
介
す
る
『
平
安
人
物
志
』
に
は
、
文
政
五
年
版
か
ら
嘉
永
五
年
版
に
亘
っ
て
そ

の
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
文
政
五
年
〔
一
八
二
三
〕
に
は
京
都
を
拠
点

に
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

す
で
に
紹
介
さ
れ
た
玉
川
作
品
は
稀
有
で
あ
る
が
、
現
在
知
ら
れ
る
作
品
や
前
述

の
資
料
な
ど
か
ら
、
望
月
派
の
作
風
は
こ
の
三
代
目
に
至
っ
て
大
き
く
変
化
し
、
初

代
玉
蟾
の
画
風
と
は
異
な
る
大
人
し
い
写
生
風
の
端
正
上
品
な
画
風
と
な
っ
た
と
さ

れ
る
。
そ
の
傾
向
は
、
四
代
目
玉
泉
に
も
引
き
継
が
れ
、
玉
泉
は
さ
ら
に
写
生
派
に



二
九

接
近
し
、
ま
た
真
景
図
を
得
意
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
玉
川
に
至
っ
て
望
月
派
の
画

風
が
変
じ
た
最
大
の
要
因
は
、
玉
川
が
呉
春
の
画
風
を
参
考
に
し
た
た
め
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
玉
川
の
他
に
も
蠣
崎
波
響
（
宝
暦
一
四
年
〔
一
七
六
四
〕〜
文
政
九
年

〔
一
八
二
六
〕）
の
よ
う
に
、
京
都
で
活
動
す
る
に
あ
た
っ
て
、
当
時
の
京
画
壇
の
優

勢
に
あ
っ
た
円
山
四
条
派
へ
転
じ
た
絵
師
は
珍
し
く
な
い
。

　

さ
て
、
本
稿
で
紹
介
す
る
玉
川
筆
《
山
水
図
》
は
、
画
面
形
式
か
ら
も
と
は
山
水

図
巻
の
一
部
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
水
墨
山
水
画
で
あ
る
。
本
図
は
、

画
面
右
下
部
に
「
望
輝
」（
白
文
方
印
）、「
子
瑛
」（
朱
文
方
印
）
と
と
も
に
、「
癸
酉

孟
春　

望
玉
川
」
の
款
記
が
な
さ
れ
、
玉
川
作
品
と
し
て
は
珍
し
く
制
作
年
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。「
癸
酉
孟
春
」
す
な
わ
ち
、文
化
一
〇
年
（
一
八
一
三
）
の
初
春
の

制
作
で
あ
り
、
早
期
の
作
品
と
い
え
る
。
玉
川
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ

た
作
品
数
が
少
な
く
、
ま
た
制
作
年
の
款
記
を
欠
い
て
い
る
作
品
が
多
い
た
め
、
玉

川
の
画
業
へ
の
本
作
品
の
位
置
づ
け
は
困
難
で
あ
る
が
、
前
述
の
『
三
玉
小
伝
』
の

内
容
に
即
す
な
ら
、
本
図
は
岸
駒
へ
の
入
門
か
ら
長
崎
遊
歴
に
か
け
て
の
期
間
に
制

作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

画
面
に
目
を
向
け
る
と
、
岩
塊
が
眼
前
に
大
き
く
立
ち
は
だ
か
る
一
方
、
全
体
と

し
て
は
春
霞
が
画
面
中
央
に
描
か
れ
た
景
物
を
取
り
巻
く
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
不

自
然
な
圧
迫
感
を
与
え
な
い
。
そ
の
岩
や
樹
木
に
お
い
て
は
、
潤
筆
で
一
気
に
描
き

上
げ
る
描
写
が
見
ら
れ
る
一
方
、
岩
肌
に
は
乾
筆
に
よ
る
細
か
な
筆
致
が
施
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
質
感
を
表
現
し
得
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
画
面
中
央
の
岩
塊
の

存
在
感
を
一
層
引
き
立
た
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
岩
と
樹
木
に
は
岸
派
に
特
徴
的
な

点
苔
を
一
定
に
付
し
、
画
面
に
律
動
感
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
画
面
中
央
の

描
き
込
み
に
対
し
、
余
白
と
し
て
残
さ
れ
た
周
囲
に
は
霧
が
発
ち
込
め
る
様
子
が
薄

く
引
か
れ
た
墨
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
、
観
者
の
視
線
は
自
然
と
周
囲
へ
広
が
る
。
そ

の
広
が
り
に
お
い
て
、画
面
上
端
で
は
切
り
取
ら
れ
た
山
並
み
の
存
在
が
暗
示
さ
れ
、

ま
た
遠
景
に
配
さ
れ
た
茅
屋
へ
と
視
線
が
導
か
れ
、
そ
こ
か
ら
眺
め
る
夜
月
へ
と
至

る
。
こ
の
よ
う
な
《
山
水
図
》
に
見
ら
れ
る
自
然
な
空
間
表
現
は
、
玉
川
の
学
ん
だ

円
山
四
条
派
の
山
水
図
に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
図
の
主
要
な
構
成
要
素
で

あ
る
画
面
中
央
に
奔
放
に
配
さ
れ
た
奇
岩
や
各
部
の
筆
法
は
、
む
し
ろ
文
人
画
に
帰

結
す
る
も
の
と
い
え
る
。

　

本
稿
で
紹
介
し
た
《
山
水
図
》
は
、同
じ
く
玉
川
筆
《
瀑
布
図
》（
ボ
ス
ト
ン
美
術

館
蔵
）【
図
九
】
の
よ
う
な
き
わ
め
て
円
山
四
条
派
の
画
風
に
近
い
山
水
図
と
は
異
な

り
、
玉
川
が
円
山
四
条
派
に
接
近
す
る
以
前
の
制
作
と
い
え
る
。
も
っ
と
も
、
玉
川

の
師
で
あ
る
岸
駒
と
呉
春
に
は
、
直
接
の
交
流
が
あ
り
、
近
景
を
呉
春
、
遠
景
を
岸

駒
が
描
い
た
合
作
《
山
水
図
》（
東
京
芸
術
大
学
芸
術
資
料
館
蔵
、寛
政
八
年
〔
一
七

九
六
〕）【
図
十
】
を
残
し
て
い
る
。
本
図
も
ま
た
、
文
人
趣
味
に
よ
る
山
水
図
巻
の

一
端
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
、
玉
川
が
か
か
る
依
頼
に
応
え
う
る
画
風
の

幅
と
技
量
を
そ
の
画
業
の
早
期
に
有
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
作
例
で
あ
る
。
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三
一

図一　望月玉川《山水図》

図二　落款

図三　印章



三
二

図四　《山水図》部分

図五　《山水図》部分

図六　《山水図》部分

図七　《山水図》部分

図八　《山水図》部分



三
三

図九　望月玉川《瀑布図》

図十　岸駒・呉春《山水図》


